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本邦では多くの血糖降下薬が開発され、現在、経口薬では8種類の薬剤が臨床応用されている。
そのような中、世界に先駆けて本年9月に新発売されたイメグリミン塩酸塩（製品名：ツイミーグ）は
ミトコンドリアを介した作用が想定されており、膵8細胞での血糖依存的なインスリン分泌促進作用
と肝臓や骨格筋での糖新生抑制や糖取り込み能改善の作用を併せ持つ薬剤である。
このDualmode of Actionにより、病態が複雑化しつつある日本人2型糖尿病患者さんの血糖値
を改善させることが期待される。
TIMES試験と名付けられた3本の第3相臨床試験によりイメグリミンの日本人2型糖尿病患者に
対する有効性と安全性が検討されている。本講演ではこれらのTIMES試験を概説しこれからのイメ
グリミンの実臨床での位置づけについて考察したい。

一 下野大先生二田哲博クリニック姪浜院長

平成11年 3月 京都大学医学部卒業

平成13年 4月 京都大学大学院医学研究科糖尿病・栄養内科学

平成17年 4月 福岡和仁会病院糖尿病・栄養内科

10月 メディカルフィットネス三幸クリニック院長

平成24年 9月 二田哲博クリニック姪浜院長（現職）
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丘`ご視聴には、．「大日本住友製薬医療関係者向けサイト」で会員登録が必要となります。
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瓢□響謬□9戸ご雪9=は□晶：：；覧ください。］ 
主催：大日本住友製薬株式会社


